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Abstract

SPATIAL CONFIGURATION OF STAIRWAY ALLEYS ON CLIFF LINES

Focusing on Yamanote district in Tokyo

Mao HASHIGUCHI

 In this study, 25 alleys and 106 buildings on both sides of the alleys were surveyed through fieldwork in the 

three districts of Shin-Otsuka, Araki-cho, and Minami Aoyama. The spatial configuration of stairway alleys on 

cliff lines was clarified by identifying the relationships among entrances, building uses, boundary elements, and 

activity elements. 

 The result indicates the following:

1. The combination of boundary elements and activity elements that showed a strong affinity differed in all 

three places. It can be said that the affinity produces chain reactions in each area. In addition, various activity 

elements were seen in detached houses compared to apartments and condominiums.

2. Buildings were categorized into several groups by the types of boundary elements and the positional 

relationship between the activity element and the boundary element. This result implies that activity elements 

appear depending on the shape of the cliff line.

.
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崖線における階段路地の空間構成

坂牛研究室                                                                 4118068　　橋口　真緒

▲図１ 調査対象地

▼表２　分類表▼表１ 記号対応表

１. 研究の背景と目的

　崖線とは線状に続いている崖のことである注１)。東京都におい

ては多摩川などの河川や東京湾の侵食作用によって形成された

複数の崖線が存在しており、都市の性格を分断するものとして

江戸時代から影響を与えてきた。崖線上には自動車交通から取

り残された階段(以降 階段路地)が多く存在しており、人間的な

尺度を持った空間となっている。

　現在東京都の崖線上には老朽化した木造家屋が密集し、都

市防災上の危険が指摘されている。加えて、土地の需要など

を考慮すると、今後マンションへの建て替えや大規模再開発

の対象となり、改変されてしまう可能性がある注２)。

　本研究では、都内の山の手地域の崖線上の歩行空間として

現れる階段路地を対象とし、そこに表出している「境界要

素」及び「活動要素」を分析することで、崖線上の階段路地

の空間構成の特質と傾向を明らかにすることを目的とする。

２. 既往研究

　類似既往研究として、階段によって区分された居住空間に

ついて一箇所で調査したもの注３)はあるが、崖線に言及した

もの、複数箇所で調査、比較した既往研究は見られない。

３．研究対象

　山の手は皇居との位置関係により「城北」「城西」「城南」

の3つに分けられる注４)。そこで本研究では、各地域から階段路

地が連続して存在している地域を調査対象とする。「城北」か

らは小石川台地の崖線にあたる豊島区東池袋５丁目〜文京区大

塚5丁目(対象地A)、「城西」からは淀橋台地の新宿区荒木町～

舟町(以降対象地B)、「城南」からは青山台地の東側にあたる南

青山4丁目(対象地C)を選定した。図１に各対象地に存在する階

段計25箇所及びその両側の建物計106棟を示す。

４. 調査方法

　現地調査を行い、建物用途、階段路地から建物へのアクセ

スの有無・方式、塀や柵などの「境界要素」、路地上から目

視で確認できる私有物や公共物などの「活動要素」の位置・

種類を写真・動画で記録した。

５. 調査結果

・建物用途を戸建住宅、マンション、アパート注５）、その他に分

類した。

・アクセス方式は、表口アクセス、裏口アクセス、アクセスな

しに分類した。

・境界要素とは階段路地に面して建物周辺に設置したもの

で、「擁壁」「塀」「柵」「生垣」「道」を確認した。

・活動要素とは階段路地において境界付近に置かれた私有物や公

共物のことで、前者を「私的活動要素」、後者を「公的活動要

素」とする。「私的活動要素」として「植木鉢」「植栽注６)」

「自転車/バイク」「洗濯関連物」「資材」「物置」「庭」「道

(占有)」「デッキ」、「公的活動要素」として「防災倉庫」「消

火器」「地域の掲示板」を確認した。本研究では住民の意思に

よって表出している「私的活動要素」に焦点を当てて分析する。

　これらのアクセス方式、境界要素、活動要素をそれぞれ記号

化(表１)し、国土地理院の基盤地図上にプロットした(図２)。

６. 分析方法

　調査で得た情報を基に以下の二つの方法で分析を行った。

①対象地、建物用途ごとに、境界要素と活動要素の親和度を算

出し、表に示す。ここにおける親和度とは、(ある境界要素と活

動要素の組み合わせをもつ建物数注７）)/(対象地・建物用途ごと

に分類した建物総数)×100[％]として表す。

②表２のように、アクセス方式、境界要素の種類、活動要素の

ー都心部の山の手地域を対象としてー

対象地B：新宿区荒木町～舟町

対象地A：豊島区東池袋5丁目〜文京区大塚5丁目

Ｎ

対象地C：港区南青山

Ｎ
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脚注: 注１）参考文献１)参照 注２）参考文献２)参照 注３）山崎壮一,松尾環,徳田賢太郎,松本泰生,戸沼幸市：東京の微地形に関する研究 その2：階段によって区分された居住空間の特性,日本建築学会大会学術講演梗概集,
1997.9 注４)参考文献３)参照 注５)2階建て以下の共同住宅を指す。注６)ここにおける植栽とは管理者が特定できないものを指す。注７）複数個存在しても、一つとして数える。ただし異なる境界要素上に存在する場合はそれ
ぞれ１つずつ数える。
参考文献: １)芳賀ひらく『デジタル鳥瞰　江戸の崖　東京の崖』講談社 2012年 ２)松本泰正,戸沼幸市：東京都心における斜面地の変容と特質,日本建築学会計画系論文集,第537号,2003.11 ３) 陣内秀信『東京の空間人類学』
筑摩書房　1992年 ４)皆川典久『東京スリバチ地形散歩』 洋泉社 2012年 

▼表３　各対象地における親和度

※10%以上の親和度の箇所をグレー塗りで示す。

▼表４　各建物用途における親和度

▲図２ プロット例(対象地A①〜②)

▲図３ まとまりの仕方

有無および存在する場合は境界要素の内側/外側のどちらに存在

するかをもとに分類表を作成する。分類記号を各建物に振り、

隣接または向かい合う建物で共通項(アルファベット、番号いず

れか)をもつものを「まとまり」とみなす。

７．分析結果

７.１. 境界要素と活動要素の組み合わせの親和度

　10％以上の親和度が見られた組み合わせを以下に示す。

７.１.１. 地域ごとの比較(表３)

対象地A：「擁壁」と「植木鉢」「資材」「道(占有)」の結びつ

き、「境界要素なし」の場所に「自転車/バイク」に置かれる

傾向が見られた。

対象地B：「擁壁」と「植木鉢」「自転車/バイク」、「境界要素な

し」の場所に「植木鉢」「植栽」が配置される傾向が見られた。

対象地C：「擁壁」と「庭」「道(占有)」、「塀」と「植木鉢」

「道(占有)」、「境界要素なし」の場所に「自転車/バイク」が

置かれる傾向が見られた。

７.１.２. 建物用途ごとの比較(表４)

戸建住宅：「擁壁」と「植木鉢」「自転車/バイク」「庭」「道(占

有)」、「境界要素なし」の場所に「植木鉢」が置かれる傾向が見

られた。

マンション：「擁壁」と「植栽」「資材」、「境界要素なし」の

場所に「植栽」が植えられる傾向が見られた。

アパート：「擁壁」と「植木鉢」「資材」「道(占有)」の結びつ

きが強く見られた。

その他：「塀」と「自転車/バイク」、「柵」と「資材」、「境界

要素なし」の場所に「植木鉢」「植栽」「資材」が置かれる傾

向が見られた。

７.２. 階段路地におけるまとまり

　対象地Aでは境界要素のまとまりは16個、活動要素のまと

まりは13個見られた。前者については「擁壁」が境界要素と

なっているまとまり(5/16)に次いで「塀」が境界要素となっ

ているまとまり(4/16)が多く、後者については境界要素の内

側に活動要素があるまとまりが(6/13)が最も多かった。

　対象地Bでは「境界要素なし」のまとまり(4/11)と「擁

壁」が境界要素になっているまとまり(4/11)、活動要素が境

界要素外にあるまとまり(5/11)が多かった。

　対象地Cでは境界要素のまとまりは2つ(塀・生垣)あったが

4つの階段路地のうち1箇所でしか見られなかった。また活動

要素のまとまりは6つあったが、そのうち半数は活動要素が

見られないまとまりだった。また１つのまとまりしか確認さ

れない階段路地がほとんどであった(3/4)。

　また、まとまり同士の関係性としては別々に存在している

もの、部分的に重複しているもの、完全に重複していものが

存在していた(図３)。

８. 考察

８.１. 境界要素と活動要素の組み合わせの親和度

　すべての地域において「擁壁」が境界要素となっている場所

及び「境界要素なし」の場所と活動要素の結びつきが強く見ら

れた｡一方で親和度の高い活動要素は各地域で異なっており、地

域性が表れていた。このことから地域によって同一の活動要素

が連鎖的に発生していると考えられる。 

　また、建物用途ごとの親和度の特徴としては戸建住宅は活動

要素と境界要素の多様な組み合わせが見られた。アパートでは

「擁壁」、その他では「境界要素なし」で顕著な親和度が見ら

れた。マンションでは「植栽」の親和度が高く、住民が活動要

素を自由に表出することはほとんどないと言える。

８.２. 階段路地におけるまとまり

　境界要素については、地形によって発生した擁壁をそのまま

境界として利用しているまとまりと、境界要素のない開放的な

まとまりが対象地Aと対象地Bで見られた。対象地Cは塀、柵、

生垣など閉鎖的な境界要素をもつまとまりが多く見られた。

　活動要素のまとまりは、3地域ですべて異なる性質が明らかに

なった。緩やかなV字状の崖線上に存在する対象地Aでは活動要素

が境界内に存在することが多く、崖線に全方位を囲まれている対

象地Bでは境界要素外に活動要素があるまとまりが多く、一直線

の崖線に沿った対象地Cでは活動要素がないまとまりが多く見ら

れたことから、崖線の形状が活動要素の表出に関係している可能

性があると考えられる。

　また、図３のようなまとまり同士の関係性の差異が、それぞれ

の階段路地の空間構成の違いを生み出していると考えられる。

９. 結論

　本研究では、東京都内の崖線上に存在する階段路地におけ

る空間を構成する要素を境界要素及び活動要素に着目するこ

とによって明らかにした。

まとまりが一部重複しているもの まとまりが完全に重複しているものまとまりが別々に存在しているもの

建物
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　1.1. 研究の背景と目的

　1.2. 既往研究と本研究の意義

　1.3. 用語の定義

　1.4. 本論文の構成

第一章　序　
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14 第一章

1.1. 研究の背景と目的

　崖線とは線状に続いている崖のことである。東京都においては多摩川などの河川や東

京湾の侵食作用によって形成された複数の崖線が存在しており、都市の性格を分断する

ものとして江戸時代から影響を与えてきた。崖線上には自動車交通から取り残された階

段 (以降 階段路地 )が多く存在しており、人間的な尺度を持った空間となっている。

2021 年度卒業論文
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▲東京都崖線分布概略図



15序

　本研究では、都内の山の手地域の崖線上の歩行空間として連続して現れる階段路地を

対象とし、そこに表出している「境界要素」及び「活動要素」を分析することで、崖線

上の階段路の空間構成の特質と傾向を明らかにすることを目的とする。

　「境界要素」及び「活動要素」は第 3章で定義する。

　現在東京都の崖線上には老朽化した木造家屋が密集し、都市防災上の危険が指摘され

ている。加えて、土地の需要などを考慮すると、今後マンションへの建て替えや大規模

再開発の対象となり、改変されてしまう可能性がある。現に東京都港区麻布台の我善坊

谷では 2019 年から森ビルによって一帯が開発されている。
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　類似研究として、山崎らによる『東京の微地形に関する研究 その 2：階段によって

区分された居住空間の特性』、松本らによる『東京都心部における斜面地の現況と特質　

崖と階段の分布及び斜面地の空間類型』がある。

　前者は同一地域の 3つの階段路地を対象として、実測・ヒアリング調査にて、微地形

が居住単位を規定しており、住民たちは良好なコミュニティを成立させていることを明

らかにしていた。また、居住区が住民の縄張り的な領域となっており、居場所となる空

間が、家の周辺域まで広がることを可能としていることも示唆している。

　後者は斜面地を特徴づける要素として崖と階段を取り上げ、第一に都心部における分

布状況の把握、第二に崖・道路・住居の 3要素の位置関係を類型的に整理し、そこに見

られる空間及び領域の特質について明らかにしている。

　本研究は対象を複数の崖線から対象地を選出・比較している点、路地上の具体的な空

間構成を調査している点で既往研究とは異なる。

1.2. 既往研究と本研究の意義
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崖線における階段路地の空間構成



17序

2021 年度卒業論文

崖線における階段路地の空間構成



18 第一章

< 脚注 >

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7) 

8) 参考文献 4 p.65　（筆者訳）

9) 参考文献 7 p.117 ( 筆者訳 )

10) 参考文献 8の言説分析により、ウッツォンの「手法概念」には「基壇と屋根の空間」

と「加算的建築」の２つがあるとしている。

11) 参考文献 2 ( 訳は参考文献 6より引用した )

12) 参考文献 6 p.398

13) 参考文献 20 pp.8-9

14) 参考文献 9

15) 参考文献 10

16) 参考文献 11

17) 参考文献 12

18) 参考文献 13,14

19) 参考文献 15

20) 参考文献 8

21) 一部の作品で屋根と一体となった壁も含めている。

<図 >

・図 1-1-1 creative commons(https://search.creativecommons.org/ 2020 年 11 月 17 日確認 )

より。"Sydney opera house" by jimmyharris licensed under CC BY 2.0.

・他、参考文献 21 より
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　2. 研究対象

第二章　研究対象　
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　『東京の空間人類学』によると、山の手は皇居との位置関係により「城北」「城西」「城

南」の 3つに分けられる。それぞれ地形の特徴が異なっている。「城北」は台地と台地

の間に幅広い谷が南北に直線的に入り込んでおり、支谷が少ない。「城西」は開析谷地

が城南に比べて少なく、谷も浅く緩やかであり、台地が面的な広がりを持っている。「城

南」は支谷が多く、急な崖地が随所に存在しており、その結果舌状の突起台地や島状の

独立した台地が数多く存在している。

　そこで本研究では、各地域から階段路地が連続して存在している地域を調査対象とす

る。「城北」からは小石川台地の崖線にあたる豊島区東池袋5丁目〜文京区大塚5丁目(対

象地 A)、「城西」からは淀橋台地の新宿区荒木町～舟町 (対象地 B)、「城南」からは青

山台地の東側にあたる南青山 4丁目 (対象地 C) を選定した。図１に各対象地に存在す

る階段計 25 箇所及びその両側の建物計 106 棟を示す。

足立区

荒川区

板橋区

江戸川区

大田区

葛飾区

北区

江東区

品川区

渋谷区

新宿区杉並区

墨田区

世田谷区

台東区

中央区

千代田区

豊島区

中野区

練馬区

文京区

港区

目黒区

昭島市

あきる野市

稲城市

青梅市

清瀬市

国立市

小金井市
国分寺市

小平市

狛江市

立川市

多摩市

調布市

西東京市

八王子市

羽村市
東久留米市

東村山市

東大和市

日野市
府中市

福生市

町田市

三鷹市

武蔵野市

武蔵村山市

奥多摩町

日の出町

檜原村

瑞穂町

城北

城西

城南

対象地 A

豊島区東池袋 5丁目〜文京区大塚 5丁目
対象地 B

新宿区荒木町～舟町

対象地 C

港区南青山
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　3.1. 調査方法

　3.2. 調査結果

第三章　調査方法
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3.1. 調査方法

　現地調査を行い、建物用途、階段路地から建物へのアクセスの有無・方式、「境界要素」、

階段路地上から目視で確認できる「活動要素」の位置・種類をパノラマ写真、幅が細い

階段路地など全体が把握しにくい場所においては動画で記録した。

3.1.1.　「境界要素」の定義

　階段路地に面して建物周辺に設置された塀・柵などを「境界要素」と定義する。

3.1.2.「活動要素」の定義

　階段路地において境界付近に置かれた、植木鉢・自転車などの私有物や、消火器など

の公共物を「活動要素」と定義する。また、前者を「私的活動要素」、後者を「公的活

動要素」とする。
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3.2. 調査結果

　調査の結果、以下の要素を抽出・分類できた。

　・建物用途

　　戸建て住宅、マンション、アパート、その他に分類した。

　・アクセス方式

　　表口アクセス、裏口アクセス、アクセスなしを確認した。

　　アクセス方法としては、崖線に対して垂直、崖線に対して並行、崖線とは別、台

　　地上からが確認できたが、分析対象外の要素とする。

　・境界要素

　　「擁壁」「塀」「柵」「生垣」「道」を確認した。

　・活動要素

　　「私的活動要素」として、「植木鉢」「植栽」「自転車 /バイク」「洗濯関連物」「資　

　　材」「物置」「庭」「道（占有）」「デッキ」を確認した。

　　「公的活動要素」として、「防災倉庫」「消火器」「地域の掲示板」を確認した。

　　これらのアクセス方式、境界要素、活動要素をそれぞれ記号化 (表 3-2-1) し、国

土地理院の基盤地図上にプロットした (図 3-2-1)。

▼表 3-2-1 記号表

▲図 3-2-1 プロット例
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　4.1. 親和度の分析

　4.2. まとまりの分析 　

第四章　分析方法
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4.1. 親和度の分析 

　対象地、建物用途ごとに、境界要素と活動要素の親和度を算出し、表に示す。

　ここにおける親和度は、

ある境界要素と活動要素の組み合わせをもつ建物数
× 100　[％ ]

対象地・建物用途ごとに分類した建物総数

として表す。

　境界要素と活動要素の組み合わせの例を以下に示す。

▲組み合わせ例；物置（赤）と擁壁（青）
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4.2. まとまりの分析 

　表　のようにアクセス方式、境界要素（アルファベット）と活動要素の有無および存

在する場合は境界要素の内側 /外側のどちらに存在するか（数字）をもとに分類表を作

成する。分類記号を各建物に振り、隣接または向かい合う建物で共通項をもつ建物群を

「まとまり」とみなす。ここでいう共通項とは、共通のアルファベット（境界要素）ま

たは番号（活動要素の有無と位置）のことを指す。

▲分類表

▲凡例
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▲分類表

擁壁 塀 柵 生垣 道 なし

A-1 B-1 C-1 D-1 E-1 F-1

A-2 B-2 C-2 D-2 E-2 F-2

A-3 B-3 C-3 D-3 E-3 F-3

A'-1 B'-1 C'-1 D'-1 E'-1 F'-1

A'-2 B'-2 C'-2 D'-2 E'-2 F'-2

A'-3 B'-3 C'-3 D'-3 E'-3 F'-3

a-1 b-1 c-1 d-1 e-1 f-1

a-2 b-2 c-2 d-2 e-2 f-2

a-3 b-3 c-3 d-3 e-3 f-3

境界要素

ア
ク
セ
ス
な
し

活動要素あり(境界外)

活動要素なし(境界内)

活動要素なし

活動要素なし

表
口
ア
ク
セ
ス
あ
り

裏
口
ア
ク
セ
ス
あ
り

活動要素あり(境界外)

活動要素なし(境界内)

活動要素なし

活動要素あり(境界外)

活動要素なし(境界内)
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第五章　分析結果
　5.1. 親和度に関する分析結果

　5.2. まとまりに関する分析結果　
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5.1.1.　地域ごとの比較

　結果は以下の表　のようになった。

対象地 A：10％以上の親和度が見られた組み合わせは、「擁壁」と「植木鉢」、「資材」、「道   

        （占有）」、「境界要素なし」と「自転車 /バイク」だった。

対象地 B：「擁壁」と「植木鉢」「自転車 /バイク」、「境界要素なし」の場所に「植木鉢」

         「植栽」が配置される傾向が見られた。

対象地 C:「擁壁」と「庭」「道 (占有 )」、「塀」と「植木鉢」「道 (占有 )」、「境界要素なし」

         の場所に「自転車 /バイク」が置かれる傾向が見られた。　

5.1. 親和度の分析結果

▼表 5-1-1 地域ごとの親和度

2021 年度卒業論文
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対象地A 住宅

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ 植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁 擁壁

塀 塀

柵 柵

生垣 生垣

道 道

なし なし

対象地B マンション

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ 植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁 擁壁

塀 塀

柵 柵

生垣 生垣

道 道

なし なし

対象地C アパート

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ 植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁 擁壁

塀 塀

柵 柵

生垣 生垣

道 道

なし なし

その他

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁

塀

柵

生垣

道

なし

境
界
要
素

活動要素

活動要素

活動要素

活動要素

境
界
要
素

境
界
要
素

境
界
要
素

活動要素

境
界
要
素

境
界
要
素

活動要素

境
界
要
素

活動要素
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5.1.2.　建物用途ごとの比較

戸建住宅 :「擁壁」と「植木鉢」「自転車 /バイク」、「境界要素なし」の場所に「植木鉢」

         「植栽」が配置される傾向が見られた。

マンション：「擁壁」と「植栽」「資材」、「境界要素なし」の場所に「植栽」が植えられ

　　　　　　る傾向が見られた。

アパート：「擁壁」と「植木鉢」「資材」「道 (占有 )」の結びつきが強く見られた。

その他 :「塀」と「自転車 /バイク」、「柵」と「資材」、「境界要素なし」の場所に「植木鉢」

　　　 「植栽」「資材」が置かれる傾向が見られた。

▼表 5-1-2 建物用途ごとの親和度
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対象地A 住宅

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ 植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁 擁壁

塀 塀

柵 柵

生垣 生垣

道 道

なし なし

対象地B マンション

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ 植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁 擁壁

塀 塀

柵 柵

生垣 生垣

道 道

なし なし

対象地C アパート

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ 植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁 擁壁

塀 塀

柵 柵

生垣 生垣

道 道

なし なし

その他

植木鉢 植栽 自転車/バイク 洗濯関連物 資材 物置 庭 道(占有) デッキ

擁壁

塀

柵

生垣

道

なし

境
界
要
素

活動要素

活動要素

活動要素

活動要素

境
界
要
素

境
界
要
素

境
界
要
素

活動要素

境
界
要
素

境
界
要
素

活動要素

境
界
要
素

活動要素
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5.2. まとまりの分析結果 

　対象地 Aでは境界要素のまとまりは 16 個、活動要素のまとまりは 13 個見られた。前

者については「擁壁」が境界要素となっているまとまり (5/16) に次いで「塀」が境界

要素となっているまとまり (4/16) が多く、後者については境界要素の内側に活動要素

があるまとまりが (6/13) が最も多かった。
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　対象地 Bでは「境界要素なし」のまとまり (4/11) と「擁壁」が境界要素になってい

るまとまり (4/11)、活動要素が境界要素外にあるまとまり (5/11) が多かった。

　また、まとまり同士の関係性としては別々に存在しているもの、部分的に重複してい

るもの、完全に重複しているものが存在していた (図 )。
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　対象地 Cでは境界要素のまとまりは 2つ (塀・生垣 )あったが、4つの階段路地のう

ち 1箇所でしか見られなかった。また活動要素のまとまりは 6つあったが、そのうち半

数は活動要素が見られないまとまりだった。また１つのまとまりしか確認されない階段

路地がほとんどであった (3/4)。

▲境界要素のまとまり

▲活動要素のまとまり
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　また、まとまり同士の関係性としては別々に存在しているもの、部分的に重複してい　　　　　　

るもの、完全に重複しているものが存在していた (図３)。

▲まとまりの類型
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　5.1. 親和度に関する考察

　5.2. まとまりに関する考察

第五章　考察
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　すべての地域において「擁壁」が境界要素となっている場所及び「境界要素なし」の

場所と活動要素の結びつきが強く見られた ｡一方で親和度の高い活動要素は各地域で異

なっており、地域性が表れていた。このことから地域によって同一の活動要素

が連鎖的に発生していると考えられる。

　また、建物用途ごとの親和度の特徴としては戸建住宅は活動要素と境界要素の多様な

組み合わせが見られた。アパートでは「擁壁」、その他では「境界要素なし」で顕著な

親和度が見られた。マンションでは「植栽」の親和度が高く、住民が活動要素を自由に

表出することはほとんどないと言うことができる。

5.1.　親和度に関する考察

▲図
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　境界要素については、地形によって発生した擁壁をそのまま境界として利用している

まとまりと、境界要素のない開放的なまとまりが対象地 Aと対象地 Bで見られた。対象

地 Cは塀、柵、生垣など閉鎖的な境界要素をもつまとまりが多く見られた。

　活動要素のまとまりは、3地域ですべて異なる性質が明らかになった。緩やかな V字

状の崖線上に存在する対象地 Aでは活動要素が境界内に存在することが多く、崖線に全

方位を囲まれている対象地 Bでは境界要素外に活動要素があるまとまりが多く、一直線

の崖線に沿った対象地 Cでは活動要素がないまとまりが多く見られたことから、崖線の

形状が活動要素の表出に関係している可能性があると考えられる。

　また、図のようなまとまり同士の関係性の差異が、それぞれの階段路地の空間構成の

違いを生み出していると考えられる。

5.2.　まとまりに関する考察

▲図
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　6.1. 結論

　6.2. 今後の課題

第六章　結論　
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　本研究では現地調査によって、崖線上の階段路地の空間を構成している要素として、

建物用途、アクセスの有無と方法、境界要素、活動要素を抽出した上で、以下のことを

明らかにした。

・地域によって同一の活動要素が連鎖的に発生している。

・建物用途によって境界要素と活動要素の組み合わせの親和度が変化する。

・崖線の形状が地域全体の階段路地における活動要素の表出に関係している。

・各階段路地の空間構成の違いはまとまり同士の関係性の差異によって生み出されてい　　

　る。

6.1. 結論
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　本研究では地域、崖線の形状がそれぞれ異なる場所を対象地として調査・分析し、そ

れぞれの階段路地の空間構成を明らかにすると共に地形の違いとの関係性を考察した。

同様の調査・分析方法を用いて崖線の形状が類似している地域についての研究をするこ

とでより崖線と階段路地の空間構成の関係が明らかになるだろう。

　また、各階段路地に居住している人にアンケート調査をし、比較することでより本質

的な階段路地の空間構成の把握に繋がり、開発の際の 1つの指標となる可能性がより高

くなるだろう。

6.2. 今後の課題
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１. 豊島区東池袋 5-51
　  建物 no.：6~9
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2. 豊島区東池袋 5-50 と 5-48-20 の間
　  建物 no.：1~2
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3. 豊島区東池袋 5-51-6 と 5-48-20 の間
    建物 no.：2~5
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4. 文京区大塚 6-2
建物 no.：10~18
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5. 東池袋 5-52-1
建物 no.：19~23
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6. 文京区大塚 5-8-12・13
建物 no.：24 ～ 25

北側パノラマ

南側パノラマ
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7. 大塚 5-6・7
建物 no.：26 ～ 32

北側パノラマ

南側パノラマ
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8. 文京区大塚 5-5
建物 no.：33 ～ 36
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9. 文京区大塚 5・5-3
建物 no.：38 ～ 43 2021 年度卒業論文
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10. 文京区大塚 5-3
建物 no.：36 ～ 372021 年度卒業論文
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11. 文京区大塚 5-2・3・4・16
建物 no.：44 ～ 52
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1. 新宿区荒木町 13
建物 no.：1~5
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2. 新宿区荒木町 12
建物 no.：6~10
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3. 新宿区荒木町 12-5
建物 no.：11~12
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4. 新宿区荒木町 6
建物 no.：12~15
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5. 新宿区荒木町 8
建物 no.：17~19
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6. 新宿区荒木町 6・10
建物 no.：20~26
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7. 新宿区荒木町 10
建物 no.：25,27~31
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8. 新宿区荒木町 8-135
建物 no.：32
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9. 新宿区舟町 4・5
建物 no.：33~36
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10. 新宿区舟町 3
建物 no.：37~40
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1. 港区南青山 4-8・9
建物 no.：1~4
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２. 港区南青山 4-6・8
建物 no.：5~6
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3. 港区南青山 4-5・6
建物 no.：7~15
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４. 港区南青山 4-5 
建物 no.：16~18
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